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▲池から発見さ
れた須恵器

い
に
し
え
の
摂
津
市

明
和
池
遺
跡
の
発
掘
調
査
か
ら

　

摂
津
市
と
吹
田
市
に
ま
た
が
る
吹

田
操
車
場
跡
地
で
は
、
健
康
・
医
療

の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
「
北
大
阪

健
康
医
療
都
市
（
愛
称
・
健
都
）」
の

開
発
が
進
ん
で
お
り
、
摂
津
市
域
の

千
里
丘
新
町
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建

設
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
発
に
伴
い
、
平
成
₂₂
年
か
ら
明

和
池
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
土
の
中
か
ら
、
大
昔
、
こ

の
地
に
住
ん
で
い
た
人
々
が
使
っ
た

土
器
や
建
物
の
跡
が
見
つ
か
っ
て
お

り
、
古
く
は
約
２
千
年
前
か
ら
生
活

し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
成

果
か
ら
見
え
て
き
た
摂
津
の
「
い
に

し
え
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■明和池遺跡の位置図

明和池遺跡

明和池公園

千里丘新町

池
の
底
か
ら
土
器
発
見　

　
土
の
中
か
ら
、
大
昔
の
人
々
が
生
活
に

使
っ
て
い
た
土
器
や
、
建
物
の
跡
が
見
つ

か
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
う
し
た
場
所
を
遺

跡
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
市
内
に
は
、
現
在

₂₂
カ
所
の
遺
跡
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
に
、

明
和
池
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

　
遺
跡
は
、
摂
津
市
の
北
西
部
、
千
里
丘

新
町
を
中
心
に
正
雀
川
と
山
田
川
に
挟

ま
れ
た
広
い
範
囲
に
位
値
し
ま
す
。
遺

跡
の
名
称
は
、
江
戸
時
代
の
明
和
年
間

（
１
７
６
４
〜

１
７
７
１
年
）

に
作
ら
れ
た
明

和
池
が
由
来

で
、
昭
和
８
年

の
工
事
の
際

に
、
池
底
か
ら
土
器
が
発
見
さ
れ
、
遺
跡

と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

古
く
か
ら
暮
ら
し
や
す
い
土
地

　
昭
和
₆₂
年
、
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
伴
い
、

発
掘
調
査
が
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
古

墳
時
代
や
奈
良
・
平
安
時
代
の
建
物
や
溝

の
跡
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
地
に
古
く

か
ら
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
₂₂
年
か
ら
、
現
在
ま
で
「
健
都
」

の
開
発
に
伴
う
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
調
査
の
成
果
に
よ
り
、
大
昔
の
摂

津
市
の
様
子
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
市
内
で
最
古
と
な
る
、
約

２
千
年
前
の
弥
生
時
代
の
集
落
跡
の
発
見

や
、
約
１
千
４
０
０
年
前
の
古
墳
時
代
の

土
器
で
あ
る
須
恵
器
生
産
に
関
わ
っ
た

人
々
の
様
子
、
奈
良
時
代
の
「
ま
じ
な
い
」

に
関
す
る
遺
物
の
出
土
な
ど
、
各
時
代
を

通
し
て
興
味
深
い
発
見
が
相
次
い
で
い
ま

す
。

明
和
池
遺
跡
と
は

こんなことしてます
発掘の現場

▲弥生時代の集落跡　発掘調査風景

　現在、千里丘新町にある明和池公園の西隣では、マン
ション開発に伴う明和池遺跡の発掘調査が行われていま
す。調査がどのように行われているのか、現場の様子を
一部ご紹介します。

●土層の観察
　発掘調査は、土の堆積を確認し

て上から下に堀り
進めていきます。
　通常、下の層ほ
ど古い時代の地層
となります。

●遺構の検出　
　大昔の人が地面に残した跡を遺構といいます。土の違い
を見極めながら、柱の穴や建物の跡を見つけていきます。

●遺物の検出　
　当時の人々が使って
いた茶碗や道具などを
遺物といいます。調査
では、遺物の発見が大
きな魅力の一つです。

ジ ョ レ ン と
い う 道 具 で
地 面 を 平 ら
に削ります。

遺構のある
場所は周囲
と違う色で
現れます。
柱の穴の発
見です。

竹 の ヘ ラ
や、スコッ
プなどで遺
物の形を丁
寧に出して
いきます。

→ 現代の田んぼの層
吹田操車場時の盛土

自然の土層

飛鳥〜平安時代の
土層

弥生〜古墳時代の
土層
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弥生時代
2,000 年前の摂津

古墳時代
1,400 年前の摂津

　女王「卑弥呼」で有名な弥生時代。今から約 2,300
〜 1,700 年前の時代です。弥生時代は、大陸から米の
作り方が伝わり、農業が本格的に行われました。
　弥生時代の摂津市では、川べりに集落を作り生活し
ていた様子や、当時貴重品であった青銅器を作ってい
た様子もうかがえます。

　古墳時代は弥生時代に続く時代で、今から約 1,700
〜 1,400 年前にさかのぼります。土を盛り上げて作っ
た「古墳」と呼ばれる権力者の墓が見られるようにな
る時代です。
　古墳時代の摂津市では、当時の土器である須恵器の
生産に密接に関わった工人たちの存在がうかがえます。

摂
津
最
古
の
集
落
跡

青
銅
器
を
作
る
道
具

竪
穴
建
物
の
発
見

　

市
内
で
現
在
確
認
さ
れ
て
い

る
中
で
、
最
も
古
い
集
落
跡
が

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
生
活
し
て
い
た
様
子
を

示
す
竪
穴
（
た
て
あ
な
）
建
物

と
呼
ば
れ
る
建
物
跡
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
竪
穴
建
物
は
、

現
在
の
住
居
と
は
違
い
、
地
下

に
住
ま
い
を
設
け
た
建
物
で
す
。

川
べ
り
で
の
暮
ら
し

　

建
物
の
す
ぐ
近
く
か
ら
、
大

青
銅
器
の
生
産

希
少
な
事
例

　

青
銅
器
は
、
弥
生
時
代
、
中

国
や
朝
鮮
半
島
か
ら
も
た
ら
さ

れ
広
ま
っ
た
金
属
器
で
、
代
表

的
な
も
の
に
「
鏡
」
や
、
豊
穣

を
祝
う
鐘
の
「
銅
鐸
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
当
時
は
権
力
者
が

所
有
す
る
貴
重
品
で
し
た
。

　

遺
跡
か
ら
は
、
銅
鐸
の
破
片

と
青
銅
器
を
作
る
道
具
が
ま
と

き
な
川
の
跡
が
見
つ
か
り
、
川

べ
り
か
ら
生
活
に
使
用
し
て
い

た
弥
生
土
器
が
出
土
し
て
い
ま

す
。
当
時
、
こ
う
し
た
河
川
と

関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
生
活
し

て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

▶
竪
穴
建
物
跡

▲出土した弥生土器▲弥生時代の集落イメージ

３
千
点
以
上
の
土
器

千
里
丘
陵
か
ら
運
搬

　

今
か
ら
１
千
４
０
０
〜

１
千
５
０
０
年
前
の
古
墳
時
代

の
川
跡
か
ら
、
須
恵
器
と
呼
ば

れ
る
青
灰
色
の
焼
き
物
が
た
く

さ
ん
出
土
し
ま
し
た
。
そ
の
数

は
、
３
千
点
以
上
に
な
り
ま
す
。

須
恵
器
は
、
歪
ん
だ
も
の
や
、

生
焼
け
で
白
く
な
っ
た
も
の
な

ど
不
良
品
が
目
立
ち
ま
す
。

　

明
和
池
遺
跡
の
北
側
に
あ
る

千
里
丘
陵
は
、
吹
田
市
や
豊
中

市
を
中
心
に
、
古
代
の
一
大
窯

業
地
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、

須
恵
器
を
作
る
窯
場
が
た
く
さ

ん
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
作
ら
れ
た
須
恵
器
と
、
発
見

さ
れ
た
須
恵
器
は
、
造
り
が
よ

く
似
て
お
り
、
千
里
丘
陵
か
ら

運
ば
れ
た
須
恵
器
で
あ
る
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

須
恵
器
生
産
へ
の
関
わ
り

　

明
和
池
遺
跡
で
は
、
運
ば
れ

た
須
恵
器
を
良
品
と
不
良
品
に

選
別
し
、
不
良
品
を
川
へ
投
棄

し
て
い
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ

ま
す
。
明
和
池
遺
跡
に
隣
接
し

た
吹
田
市
の
吹
田
操
車
場
遺
跡

で
は
、
土
器
を
作
る
た
め
の
粘

土
を
掘
っ
た
穴
が
た
く
さ
ん
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
古
墳
時
代
、

千
里
丘
陵
裾
部
の
平
野
部
一
帯

は
、
須
恵
器
生
産
に
関
わ
っ
た

人
々
が
住
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

▶
出
土
し
た
須
恵
器
▼
川
跡
か
ら
出
土
し
た

状
況

　須恵器とは
●須恵器づくり

●工人のつけた跡

▲青銅器の銅鐸を作る工程

ま
っ
て
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
銅
器
の
生
産
を
行
っ
て
い
た

非
常
に
珍
し
い
事
例
で
す
。

　
製
作
工
程
は
、
右
の
よ
う
に
、

ま
ず
土
を
掘
っ
て
炉
を
作
り
、

高
杯
形
土
製
品
を
入
れ
、
内
部

に
青
銅
の
材
料
で
あ
る
銅
と
ス

ズ
を
入
れ
ま
す
。
送
風
管
の「
羽

口
」
か
ら
風
を
送
り
、
材
料
を

熱
し
青
銅
を
作
り
ま
す
。
そ
の

後
、
製
品
の
型
に
流
し
込
み
、

作
成
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

◀
青
銅
器
作
り
の
道
具

（
①
高
杯
形
土
製
品
②
羽

口
③
鋳
型
）①

② ③

① ①

②

熱した炉内に①の土器
を入れ、②の羽口から
風を送り土器内の青銅
を溶かす※１

①

①→

型に青銅を流す※２

青銅

③

※１　挿図出典「弥生時代鋳造技術と工人集団ー近畿地域出土送風管の検討を中心にー」から転載
※２　挿図出典「銅鐸をつくった人々ー東奈良遺跡の工人集団」から転載後一部改変

※ 3　挿図出典「2004 年大谷 3 号窯現地説明会資料１」から転載後一部改変

　須恵器は、古墳時代から平安時代に
作られた青灰色の焼き物です。５世紀
に朝鮮半島から技術が伝わり日本で作
られるようになりました。
　須恵器は、山の斜面を利用した窯場
で、約 1,200 度の高温で作られます。
特徴は、煙が窯場から外へ漏れないよ
うに、粘土で覆い土器をいぶすことで
頑丈に仕上げていることです。

▲須恵器づくりの様子※３

▲ヘラ記号のついた土器

　竹のヘラで「×」や「＋」など記号
をつけた須恵器があります。この記号
は、工人や窯場の目印、または須恵器
を発注した側の目印であると考えられ
ています。
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▲出土した土馬

▶
土
馬
復
元
図

　飛鳥時代・奈良時代は、都が築かれ、
日本で律令国家が誕生しました。
　飛鳥・奈良時代の摂津市では、干ば
つや疫病を防ぐために、「まじない」の
道具を使っていたようです。都から出
土する事例の多い道具が見つかってお
り、都との交流がうかがえます。

　土馬は、摂津市指定有形文化財に
指定されています。市指定文化財と
は、市内にある文化財の中でも、特
に市にとって、後世に伝えていくた
めに保護している文化財です。
　現在、市が指定している文化財は
２件あります。土馬と、もう一つは
一津屋 2-18-13 に所在する大正時
代の芝居小屋「旧一津屋公会堂」（写
真右）です。

雨
乞
い
・
疫
病
を
防
ぐ

　

土
馬
は
、
明
和
池
遺
跡
の
発

掘
調
査
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
７

世
紀
中
頃
の
飛
鳥
時
代
の
遺
物

で
す
。「
ま
じ
な
い
」
の
道
具
と

考
え
ら
れ
、
馬
を
捧
げ
る
こ
と

で
雨
乞
い
を
行
っ
た
説
や
、
よ

く
首
や
脚
が
折
れ
た
状
態
で
発

見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
疫
病
の

神
の
乗
り
物
で
あ
る
馬
を
動
け

な
く
し
て
疫
病
の
流
行
を
防
い

だ
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。

本
物
の
馬
を
再
現

　

本
物
の
馬
を
忠
実
に
再
現
し

よ
う
と
造
形
に
工
夫
が
見
ら
れ

ま
す
。
特
に
、
粘
土
の
塊
を
貼

人
の
顔
を
し
た
土
器

ま
じ
な
い
の
馬

病
を
直
す
道
具

　　

奈
良
時
代
の
川

跡
か
ら
、
土
器
の

表
面
に
顔
を
描
い

た
人
面
墨
書
土
器

（
じ
ん
め
ん
ぼ
く

し
ょ
ど
き
）
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。

大
昔
の
人
々
は
、

干
ば
つ
や
疫
病
の

流
行
を
「
ま
じ
な

い
」
に
よ
っ
て
は

ら
お
う
と
し
た
よ

う
で
、
人
面
墨
書

土
器
も
、
そ
う
し
た
道
具
の
一

つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
病

は
気
か
ら
と
言
う
よ
う
に
、
大

昔
に
お
い
て
は
、
病
は
悪
い
気

が
体
内
に
入
っ 

て
起
こ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
悪

▶
ミ
ニ
チ
ュ
ア
竃
（
右
）

土
馬
（
左
）

り
付
け
、
馬
具
を
備
え
た
「
飾

り
馬
」
を
丁
寧
に
表
現
し
て
い

ま
す
。
馬
具
は
、
馬
を
制
御
し

や
す
い
よ
う
に
取
り
付
け
た
装

具
で
、
土
馬
は
、
時
代
が
新
し

く
な
る
に
つ
れ
、
大
量
生
産
さ

い
気
を
壷
の
中
に
吹
き
込
み
、

蓋
を
し
て
川
に
流
し
、「
け
が

れ
」
を
は
ら
う
行
為
に
使
用
し

た
よ
う
で
す
。
奈
良
時
代
に
は
、

天
然
痘
な
ど
の
疫
病
が
た
び
た

び
流
行
し
て
い
た
よ
う
で
、
人

面
墨
書
土
器
に
救
い
を
求
め
る

飛鳥・奈良時代
1,200 〜 1,400 年前の摂津

れ
る
よ
う
に
な
り
、
飾
り
馬
の

表
現
か
ら
、
裸
馬
へ
と
変
化
し

て
い
き
ま
す
。

　
明
和
池
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

土
馬
は
初
期
の
も
の
で
、
類
例

の
少
な
い
貴
重
な
遺
物
で
す
。

人
々
が
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

モ
デ
ル
は
布
作
面

　

描
か
れ
た
顔
に
つ
い
て
は
諸
説

あ
り
ま
す
。
一
つ
に
は
、
奈
良
時
代

の
宝
物
庫
「
正
倉
院
」
に
保
管
さ
れ

て
い
る
布
作
面
（
ふ
さ
く
め
ん
）
で

す
。
布
作
面
は
、
都
で
の
儀
式
に
用

い
た
面
で
、
恐
ろ
し
げ
な
表
情
が
よ

く
似
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
疫
病
神

や
鬼
神
と
す
る
説
も
あ
り
ま
す
。　

都
と
の
交
流
示
す

　

土
馬
や
ミ
ニ
チ
ュ
ア
竈
（
か
ま

▲人面墨書土器

市が保護する文化財

摂津市指定
有形文化財

まじないの記号

▶
「
井
」
墨
書
土
器

▲
「
王
」
墨
書
土
器

　人面墨書土器が出土した奈良時代の川跡から、
「王」や「井」と書かれた土器が見つかっています。
文字が書かれた土器は、墨書土器と呼ばれます。
　「王」の字を見ると、通常の書き方とは違い、
上から順に横棒が長くなっています。「井」とい
う文字も「＃」に近い書き方です。こうした文字
は、「まじない」の記号と考えられており、他の
祭具と一緒に見つかることが多いようです。
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